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〈巻頭言〉 仏教民俗学と祖先崇拝によせて
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教民俗学を提唱する所以である O その構想、はガ1)パン制りの f仏教民俗j一号(一九五二)で
あった。その構想、は、(1 )仏教的年中行事、(2 )法会-祈祷、(3 )葬送習俗、(4 )仏教講、
( 5 )仏教芸能で、七年後に刊行された「仏教と民俗Ja日本民俗学大系j八、平凡社)には
( 6 )仏教伝承、(7 )仏教的俗信を加え、さらに『続仏教と民俗j(角川選書九九(昭和五四)) 
に再録されたときに(8 )修験道を加え八項目に分かっている O 昭和三十七年(一九六二)に
大谷大学に提出した学位論文『仏教民俗学論巧』で五来自身の独創的な仏教民俗学の構想、を体
系的に示した。
五来が晩年になって『仏教民俗学jを『宗教民俗学jとした所以は、東京大学で杭を並べた
堀一郎氏が早くから提唱していたものではあったが、仏教の範囲からはみ出してくるもが多く
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なり、より広い立場にたって f宗教民俗学jとしたものにすぎない。臼本人が受容したのはイ
ンド・中国のそのままの仏教の受容ではなく、由有の宗教と習合して日本人の生活に合うよう
に変容した仏教であったと主張したO
近年になってからは、宮田登を無視することはできない。彼が民俗学を専攻したのは、柳田
国男のいう常民いいかえれば、とりえのない日本人一般の精神構造の究明を求めてのことであ
るO 昭和三十五年に提出した東京教育大学の卒業論文は、近世以降の木曾御岳信仰史であった。
その後、大学院に進んで学部で論じた御謙信仰と比較しうる山岳信仰として選んだのが富士講
であり、仏教のメシアニズムであるミロク信仰にのめり込んでいった。
昭和五十四年には五来重は{続仏教と民俗』を刊行しているが、その「あとがきjにおいて
異例にも富田登[日本の民俗学jを批判した O 彼がいうのには、日本民俗学はそれ自体で仏教
を包含しているので、「仏教民俗学jの学問や「仏教と民俗jという言葉は不要であるとの主張
は、五来仏教民俗学の抹殺に等しいと激怒したのであった。昭和五十二年に上梓された f堀一
郎著作集j第一巻{古代文化と仏教jの解説のなかで、柳田翁が堀・五来の両氏に対して従来
の日本仏教史研究に民俗学的方法を導入することによって、日本における仏教の庶民化を明ら
かにするように示唆したこともあって、昭和二七年から「仏教民俗学jの分野を提唱してきた
と自負してきたからにほかならない。
荷氏の対立・抗争は日本民俗学の発展にとってむしろマイナスよりもプラスであったといる O
本誌が仏教民俗の特集は初めての企画であって、表紙の言葉に掲げたのが五来重であり、本誌
に登場する先輩のテーマの発展の先頭に立つのが坂本要をはじめ中国・韓国・チベットと大乗
仏教留の若手の寄稿からなっているとの情報を得、自に通して読んではないが、早速愚なる一
文を呈し、もって本誌の巻頭言とした次第であるO
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